
 

鹿児島県 
高病原性鳥インフルエンザ・豚熱等 

防疫対策会議 

 
日  時：令和８年 10月１日（木）    

      午前 10 時～           

場  所：鹿児島県庁２階 県政広報室   

 

 

 

会 次 第 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 内 容 

（１）高病原性鳥インフルエンザの発生状況について 

（２）豚熱の発生状況について 

（３）口蹄疫等の発生状況について 

（４）侵入防止対策について 

（５）その他 

４ 閉 会 

 



 



鹿児島県
高病原性鳥インフルエンザ・豚熱等

防疫対策会議

令和８年１０月１日（木）
鹿児島県農政部家畜防疫対策課

（１）高病原性鳥インフルエンザの発生状況
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世界における高病原性鳥インフルエンザの発生状況（2025年9月～）

〇 R５年度シーズン以降、秋冬だけでなく通年で世界的に発生が継続している。
〇 欧州や北南米での発生も継続している。また、哺乳類での感染確認が散見されている。
〇 豪州、ニュージーランドの野鳥で初のH5N1亜型HPAIが確認され、その後感染拡大。

韓国における高病原性鳥インフルエンザ発生状況
R７家きん2025年９月以降
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韓国における高病原性鳥インフルエンザ発生状況
R７野鳥2025年９月以降

R７シーズンの国内における高病原性鳥インフルエンザ発生状況

- 3 -



（２）豚熱の発生状況

豚熱の発生状況

・岐阜県 22例 ・神奈川県 1例

・愛知県 18例 ・滋賀県 1例

・三重県 3例 ・宮城県 2例

・福井県 2例 ・茨城県 3例

・長野県 2例 ・東京都 1例

・埼玉県 5例 ・兵庫県 1例

・山梨県 3例 ・佐賀県 2例

・沖縄県 7例 ・岩手県 1例

・群馬県 15例 ・新潟県 1例

・山形県 1例 ・愛媛県 1例

・和歌山県 1例 ・千葉県 1例

・奈良県 1例 ・静岡県 3例

・栃木県 6例 ・宮崎県 1例

　  　殺処分頭数：約45万頭

防疫措置対象：185農場，６と畜場

計105事例（26都県）

R8.7.4 時点

発生事例

R8.8.26時点

   ・青森県 19頭    ・埼玉県 201頭    ・岐阜県 1,744頭    ・和歌山県 170頭    ・高知県 61頭

   ・岩手県 262頭    ・東京都 31頭    ・静岡県 661頭    ・鳥取県 105頭    ・福岡県 80頭

 　・宮城県 344頭    ・神奈川県 136頭    ・愛知県 209頭    ・島根県 167頭    ・佐賀県 179頭

   ・秋田県 25頭    ・新潟県 113頭    ・三重県 1,580頭    ・岡山県 82頭    ・長崎県 80頭

   ・山形県 230頭    ・富山県 208頭    ・滋賀県 414頭    ・広島県 61頭    ・熊本県 2頭

   ・福島県 189頭    ・石川県 143頭    ・京都府 140頭    ・山口県 97頭    ・宮崎県 138頭

   ・茨城県 567頭    ・福井県 258頭    ・大阪府 36頭    ・徳島県 55頭 　 ・鹿児島県 27頭

   ・栃木県 227頭    ・山梨県 109頭    ・兵庫県 247頭    ・香川県 60頭

   ・群馬県 511頭    ・長野県 370頭    ・奈良県 73頭    ・愛媛県 53頭

10,464頭（43都府県）

野生いのししの豚熱陽性事例
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和歌山県初
発

（62例目）

栃木県初発
（66例目）

東京都初発
（85例目）

兵庫県初発
（87例目）

滋賀県初発
（72例目）

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

○2018年９月の岐阜県での発生以降、26都県で計１０5事例発生。これまでに約４5万頭を殺処分。
○2019年９月にワクチン接種を決定、10月に防疫指針を改訂、ワクチン接種開始。
○2020年９月３日にWOAH（国際獣疫事務局）が認定する豚熱の清浄国ステータスを消失。
○群馬県、山形県、三重県、和歌山県、奈良県、栃木県、山梨県、神奈川県、滋賀県、茨城県、兵庫県、岩手県、

新潟県、愛媛県、千葉県、静岡県、宮崎県といったワクチン接種県においても発生。

ワクチン接種
開始(10月)

ワクチン接種
地域拡大(12月)

清浄国
ステータス消失

（9/3）

千葉県初発
（97例目）

宮崎
初発

(103例目)

ワクチン接種により発生速度減

豚熱発生の経過

2025

岐阜で
初発生

愛知
初発

(8例目)

三重(32例目)
福井(34例目)

初発

埼玉(41例目)
長野(42例目)

初発

山梨
初発

(49例目)

沖縄
初発

(52例目)

群馬
初発

(59例目)

和歌山
初発

(62例目)

山形
初発

(60例目)

奈良
初発

(63例目)

神奈川
初発

(69例目)

栃木
初発

(66例目)

滋賀
初発

(72例目)

茨城
初発

(78例目)

東京
初発

(85例目)

佐賀
初発

(88,89例目)

岩手
初発

(92例目)

新潟
初発

(93例目)

愛媛
初発

(94例目)

千葉
初発

(97例目)

宮城
初発

(75例目)

兵庫
初発

(87例目)

九州ワクチン
接種(9月)

約45万頭

選択的殺処分
の適用開始

静岡
(105例目)

直近６ヶ月

豚熱感染野生イノシシ発見地点（令和８年８月26日時点）

● ： PCR陽性 ● ： 〃 陰性

直近１ヶ月

102頭／3,382頭で陽性

・ 三重県： 27頭
・ 茨城県： 14頭
・ 富山県： ８頭
・ 長崎県： ７頭
・ 静岡県： ６頭
・ 兵庫県： ５頭

723頭／14，830頭で陽性

・ 三重県：121頭
・ 茨城県：108頭
・ 群馬県： 53頭
・ 宮崎県： 47頭
・ 長崎県： 45頭
・ 福岡県： 3７頭
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 宮崎県の野生イノシシから検出されたウイルス
（６株）の遺伝子は，佐賀県のウイルスに近縁

 佐賀県の野生イノシシ由来のウイルス株の子孫
と考えられる。

九州地区における豚熱陽性 野生イノシシ
から検出されたウイルスの遺伝子解析

11

宮崎県 野生イノシシ検査状況（令和８年９月１０日時点）

佐賀県
野生イノシシ

長崎県
野生イノシシ

宮崎県
野生イノシシ

令和８年9月30日現在

宮崎県13・14例目の
発見地点

陰性（本県内）

陽性（本県内）

陽性（宮崎県）
宮崎県67例目の

発見地点

1５例目(死亡)湧水町
発見日：R8.4.15
確定日：R８.4.16

1例目(死亡)霧島市
発見日：R7.11.17
確定日：R7.11.19

7例目(捕獲)曽於市
発見日：R7.12 4
確定日：R7.12. 8

1６例目(死亡)霧島市
発見日：R8.４.25
確定日：R８.4.27

２2例目(死亡)霧島市
発見日：R8.６.11
確定日：R８.６.１５

２7例目(死亡)霧島市
発見日：R8.８.14
確定日：R８.8.20

24例目(死亡)曽於市
発見日：R8.6.22
確定日：R８.6.23 【検査頭数（R7.４月以降）】

全検査頭数 930頭
うち陽性 27頭

宮崎県13８例目の
発見地点

鹿児島県における豚熱感染野生イノシシ発見地点（令和８年９月30日時点）
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（３）口蹄疫等の発生状況

アジア地域における口蹄疫の発生状況（2019年～）
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アジア地域における口蹄疫の発生状況（2019年～）

アジア地域における口蹄疫の発生状況（2019年～）
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アフリカ豚熱の発生の経緯・発生拡大状況（2007年～）

アフリカ豚熱の発生の経緯・発生拡大状況（2007年～）
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韓国におけるアフリカ豚熱の発生状況

アジアにおけるランピースキン病の発生状況
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韓国におけるランピースキン病の発生状況

（４）侵入防止対策

①高病原性鳥インフルエンザ

②豚熱

③水際対策
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R７シーズン 高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査

高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査
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高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査

高病原性鳥インフルエンザ発生農場の疫学調査
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一斉点検の要チェックポイント

一斉点検の要チェックポイント
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飼養衛生管理基準の要チェックポイント

飼養衛生管理基準遵守強化期間 令和８年10月～令和９年５月
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飼養衛生管理基準遵守強化期間 令和８年10月～令和９年５月

飼養衛生管理基準の見直し
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飼養衛生管理基準の見直し

令和８年１０月１日施行

飼養衛生管理基準の見直し

（抜粋）

２．
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飼養衛生管理基準の見直し

令和８年１月１日施行

飼養衛生管理基準の見直し

令和８年１月１日施行３．大臣指定地域② 地域内での発生に対する準備
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